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電子メールとネットニュースでは

そのメッセージの授受のしくみが異なるの

で、個別に考えてみたいと思います。

まず、電子メールですが、ダイアルアッ

プIP接続を利用している場合は、たいてい、

図1に示すような形式でメッセージの授受

が行われます。

最初に、あなた宛にやってきたメッセー

ジは、プロバイダー側に用意されたスプー

ルディレクトリにいったん保存されます。利

用者は、ダイアルアップIP接続をして、メ

ーラー（電子メールを読み書きするソフト

ウェア）を起動することで、プロバイダー

側に保存されたメッセージをすべて利用者

のコンピュータのハードディスクに取り込ん

でいきます。このとき利用されるプロトコル

をPOPといいます。利用者は、このハード

ディスクに取り込まれてきたメッセージを読

むことになります。

メッセージの発信は、SMTPというプロ

トコルを利用し、プロバイダー側のSMTP

サーバーにメッセージを渡すことでインター

ネットへと発信されていきます。このとき、

発信されるメッセージをいったん利用者の

コンピュータのハードディスクに保存してお

き、受けとったメッセージへの返答や新し

いメッセージを全部書き終った後で、まと

めて送ってもいいわけです。つまり、いった

ん受けとったメッセージをハードディスクへ

取り込んだら、ダイアルアップ接続の回線

をいったん切り、ゆっくりとメッセージを読

み書きしてから再度接続してメッセージを

送信してもよさそうです。あなたがどのよう

なソフトを利用しているのかわかりません

が、たいていのソフトウェアでは、こうした

利用を想定した機能が用意されているはず

です。

たとえば、Netscape2.0の場合、まず、

WindowメニューからNetscape Mailを選

択し、メッセージを取り込みます。ここで、

いったん接続を切り、受けとったメッセー

ジを読んだり、返事を書いたり、新しいメ

ッセージを書いたりします。このときメッセ

ージを作成するウィンドウでOptionsメニ

ューのDeferred Deliveryを選択しておいて

ください（図 2）。選択されていると、

Sendボタンのところに時計のマークが追加

されるはずです。この設定は、一度行なっ

ておけば、それ以降は有効になります。

あとは、通常の手順でメッセージを作成

し、Sendボタンを押せばいいでしょう。作

成されたメッセージは、OUTBOXと呼ばれ

るフォルダーに格納されていきます。全部

メッセージを読み、返事や新たなメッセー

ジを作り終わったら再度接続し、Netscape

Ma i l ウィンドウのF i l e メニューから

SendMail In Outboxを 選 択 す ると、

OUTBOXフォルダーに保存されていたメッ

セージが発信されていきます（図3）。ほか

のメーラーでも同様の機能が用意されてい

ますから、マニュアルなどを参照してみてく

ださい。

次にネットニュースですが、こちらは図4

に示すようなしくみでメッセージを授受して

います。この場合のプロトコルは、NNTP

と呼ばれるものが利用されています。これ

は、電子メールのように一度にメッセージ

を取り込んでくるという方法ではなく、ま

ず、ニュースグループのリストを取得して、

過去に自分がどのメッセージまで読んだの

かという情報と照合してから、新しいメッ

セージがどれかを調べます。そして、ニュー

スグループが選択されると、その情報をも

とに新しいメッセージのリストを受けとりま
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このコーナーでは、みなさんから寄せられたインターネットに関する

質問や疑問についてお答えしていきます。

日頃からわからないなあと思っている疑問、困っていることなどありましたら

どんなことでもけっこうですから質問を編集部までお寄せください。

宛先はip-faq@impress.co.jpです。電子メールでの回答はできませんのでご了承ください。

入門者のための Frequently Asked Question

メール文やニュースグループ投稿文

を通話中に入力して発信しています

が、電話代が無駄に感じます。実際、

この質問も通話中に書いています。

オフラインでメールなどを書いて発

信時のみダイアルアップすることは

可能なのですか。 （近藤康之さん）
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す。このリストを見ながら読みたいメッセー

ジを選択し、それを1つずつ受けとってくる

わけです。投稿されるメッセージは、NNTP

を用いてプロバイダー側のサーバーに渡さ

れ、そこに蓄えられたメッセージがインター

ネットへ向けて発信されるようになっていま

す。メッセージを1つずつ選択して読んだり

返事を書いたりする場合は、切ったりつな

いだりしても繁雑なだけで料金の節約には

つながらないでしょう。しかし、パソコン通

信でよく行われているように、大量のニュ

ースをダウンロードしてからまとめて読みた

いという欲求はありますよね。

マッキントッシュには、オフラインニュー

スリーダーと言われる便利なソフトがありま

す。SUEMASA Nobuhiroさんが作った

eNWSというフリーソフトは、NNTPサー

バーに接続してニュースグループのリストを

一気に取得したり、取得したリストの中か

らニュースグループを指定するとNNTPサ

ーバーと接続して記事を一気にダウンロー

ドしたりできます（図5）。ダウンロードす

る記事は、漢字変換して指定フォルダに保

存されるので、回線を切ってから、ゆっく

り読んだり、メッセージへのフォローを書い

たりできます（図6）、投稿は、その後回線

を接続してから行います。このソフトは次

のサイトで作者が提供しています。

jhttp://www.st.rim.or.jp/̃suemasa/

eNWS.html

ほかに、マック用のオフラインニュースリ

ーダーとしては、NewsHopper1.2という

ソフトが発売されています。イギリスの

SW15ソフトウェアという会社が販売され

ているものですが、1.2は日本語にも対応し

ています。もし、マッキントッシュをお使い

なら、試してみてはいかがでしょうか。

jhttp://www.demon.co.uk/sw15/
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a図1 電子メールでメッセージを授受するしくみ
a図3 Send Mail In Outboxで書き溜めたメールを送信

d図4 ネットニュースでメッセージを授受するしくみ

d図5  グループリストウィンドウで読みたい
ニュースグループをダブルクリックす
ると、MacPPPが起動してあらかじ
め設定しておいたニュースサーバーに
接続する。

d図6 ダウンロードした記事を読みながら
フォロー文を書くことができる。

a図2 Netscape2.0のOptions設定画面
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インターネットという言葉の本来

の意味は、「ネットワークとネッ

トワークを接続する」ということです。イ

ンターネットは、大学と大学のネットワー

ク、企業と政府機関のネットワークなど、

さまざまなネットワークを相互に接続する

ことで発展してきました。そのため、各組

織のネットワークには管理者が存在します

が、インターネット全体を管理する「もの」

は置かずに発展してきたのです。

このような話をすると驚かれることが多い

のですが、これは国と国の外交関係の様子

によく似ています。

たとえば、A大学とB大学のネットワー

クを接続するためにはA大学とB大学のネ

ットワークの管理者同士で取り決めを行い、

相互接続を可能にするわけです。これはA

という国とBという国が国交を結ぶ場合に、

お互いに交渉をしさまざまな取り決めを行

うことと同じです。

同様に、B大学とC大学のネットワーク

管理者が取り決めをして相互接続を行うこ

とで、B大学とC大学は通信を行うことが

できるようになるのです。これは、B国とC

国が国交を結ぶのと同じです。このとき、A

国とC国の間には国交はありません。

さて、ここで、C大学とA大学のネット

ワークを接続する方法について考えてみま

しょう。1つの方法は、C大学とA大学の

A.

URLというのは、「公道に面した

ところに掲げられた表札」と同等

ですから、その家の人の許可をもらわずに

「あの人の家はどこですよ」と第三者に伝え

ることができるように、リンクを張ることは

問題にならないと解釈されるのが一般的で

す。

しかし、表札の場合は、そこに行っても

家の人が許可しなければ中に入ることはで

きませんが、WWWの場合はさまざまな情

報に触れることができます。本来、WWW

はこうして公開された情報に対してさまざ

まな人が勝手にリンクを張りながら成長し

ていく巨大な情報システムとして設計され

たものです。このような背景から、リンク

を張ることは自由だとインターネットマガジ

ン編集部では考えています。しかし、最近

では、感情的な面で不快感を持つ人がいる

ようですし、また、ホームページ上でリンク

を勝手に張らないでほしいと宣言している

人も見かけます。ホームページにこのように

明確に書いている場合は、当然連絡しなけ

ればなりません。

逆に、自分のページにリンクを張っても

らうことは大歓迎という場合に、いちいち

許可のメールを受けとるのは面倒だと思う

人もいるでしょう。この場合は、自分のペ

ージに「勝手にリンクをはってもらってけっ

こうですよ。どんどんはってください」と書

いておくといいでしょう。

リンクの法律的な検討は本誌でも別の記

事（256頁）がありますので、もっと詳し

く解説してほしいという場合はそのコーナ

ー（ip-law@impress.co.jp）にメールをく

ださい。

A.

ほかのサイトへのリンクを張ることは

自由なのでしょうか？ 自分のホーム

ページを毎日チェックしていますが、

そこから直接自分のお気に入りのサ

イトへ飛べるようにリンクを張りた

いと考えています。自分のホームペ

ージを訪れてくれた人にも何かと便

利で面白いと思うのですが、私が勝

手に他のサイトへどんどんリンクを

張ってもよいのでしょうか？ 私なら

ば、他のサイトからリンクを張って

もらうのは大歓迎なのですが。

（Yasuhiro Kaizuさん）
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ネットワーク管理者同士で相談をして、直

接接続する方法です。これは、C国からA

国への航空路を開設するようなものです。

しかし、実はB国を経由すると道路を使っ

てA国へ行けるのです。つまり、A大学と

C大学が相談すると同時に、B大学の管理

者と相談してA大学とC大学の通信がB大

学を経由してもいいという許可をもらうわ

けです。

といったように、インターネットはそこに

参加するネットワーク管理者同士の話し合

いによって取り決めを作り、成長してきま

した。これは、各国がそれぞれ相互に国交

を成立させながら今の国際社会へと発展し

てきたのと同様です。しかし、話し合いを

しなければならない相手の数が増えてくる

と1つ1つ交渉しているのでは大変なことに

なってしまいます。また、場合によっては

お互いの話し合いの中でトラブルが発生す

るかもしれません。

そこで、国際社会の中では国連などの機

関が設置され、国際社会のなかでの共通す

るルールを決めるようになってきたのです。

ここで注意するべきなのは、国連は各国の

代表が集まって相談をする場であり、地球

上の各国を統括して管理する組織ではない

ということです。ですから、国連で決まっ

たことであっても、それを受け入れない国が

出てきたりするわけです。

インターネットでも同様に、その規模が

巨大になるにつれ、個々のネットワークの

管理者同士で個別に相談していたのではう

まくいかなくなり、I AB（ I n t e r n e t

Architecture Board）や IETF（ Internet

Engineering Task Force） 、 NIC

（Network Information Center）、 ISOC

（Internet Society）といった、共通する規

格を決めたりルールを定めたりする場が設

けられるようになりました。当然、このル

ールを無視しようとするネットワークも出て

きますが、こうしたネットワークとは相互に

通信できません。これが現在のインターネ

ットの状況です。

ですから、インターネットはあくまでもネ

ットワークの集合体であり、それらが共通

のルールにしたがって運用されているので、

相互に通信できるようになっているだけな

のです。個々の各ネットワークの管理者は

存在するのですが、全体を管理する「もの」

はありません。IETFやNICなどはあくまで

共通のルールを決める場にすぎないのです

（NICは、決められた共通のルールにしたが

ってアドレスなどの管理を行っているだけで

す）。

国と国の関係、そして国連の役割といっ

た現在の国際社会がうまく機能しているよ

うに、インターネットは全体を統括する管

理者を置かずにうまく発展してきたわけで

す。しかし、地域紛争があるように、イン

ターネットにおいても局所的なトラブルは毎

日のように発生しています。たとえば、電

源ケーブルが抜けてコンピュータがダウンす

るということは多々あるかもしれませんが、

こうしたトラブルが発生してもシステム全体

が停止しないようなしくみが用意されてい

るために、インターネットは全体としてうま

く動作しているのです。

このような運営のしかたと対極に、全体

を統括する管理者を置く方法もあるでしょ

うが、こうした方法は規模が大きくなるに

つれてすみずみまで管理の目がいきわたらな

くなることや、全体を統括する管理者がダ

ウンするとシステム全体が停止してしまう

という欠点を持っています。

結局、運用の方法には、さまざまな方法が

あるわけですが、インターネットが分散シス

テムであるという観点から現在のような運

用方式が適しており、また、うまく機能し

ているのではないかと思います。
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インターネット全体を管理している

組織はないと聞きました。しかし、

これだけ巨大なシステムが全体の管

理者なしにうまく動いていることが

不思議でなりません。どうなってい

るのでしょうか？ （安西静子さん）

入門者のための 
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